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第１８０号 広 報 い し い （２）平成２６年９月１５日

●
石
井
町
役
場
庁
舎
新
築
工
事

　
工
程
表
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
５
月
末
に
、
鉄
骨
工

事
・
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が

終
了
し
、
現
在
、
各
階
の
配
管
・

配
線
・
空
調
機
吊
込
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
全
行
程
の
　
％
が
終

３８

了
し
、
今
後
は
外
壁
工
事
、
各
階

の
間
仕
切
り
及
び
内
外
装
工
事
、

外
構
工
事
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

工
事
監
理
業
者
及
び
工
事
受
注
者

と
も
連
携
を
図
り
、
新
庁
舎
の
円

滑
な
施
工
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
石
井
中
住
宅
団
地
跡
地
の
処
分

に
つ
い
て

　
町
の
財
源
確
保
や
維
持
管
理
経

費
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
定

住
促
進
に
よ
る
人
口
増
を
図
る
た

め
、
当
該
用
地
を
条
件
付
土
地
と

し
て
売
却
す
る
予
定
で
す
。
売
却

に
つ
い
て
は
、
石
井
町
公
告
式
条

例
に
定
め
る
掲
示
板
に
お
い
て
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
広
く
募
集
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
税
務
関
係

　
平
成
　
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

２６

り
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

臨
時
的
措
置
と
し
て
平
成
　
年
度

３５

ま
で
の
　
年
間
、
防
災
・
減
災
財

１０

源
確
保
の
た
め
、
均
等
割
額
が
個

人
町
民
税
で
５
百
円
、
個
人
県
民

税
で
５
百
円
の
加
算
と
な
り
、
４

千
円
か
ら
５
千
円
へ
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
限

度
額
が
　
万
円
か
ら
　
万
円
に
、

１４

１６

介
護
納
付
金
分
の
限
度
額
が
　
万
１２

円
か
ら
　
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正

１４

さ
れ
、
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世

帯
に
つ
い
て
の
５
割
軽
減
及
び
２

割
軽
減
の
所
得
判
定
の
基
準
を
見

直
し
、
軽
減
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

　
小
型
特
殊
自
動
車
の
税
率
に
つ

い
て
、
自
家
用
乗
用
車
以
外
の
区

分
の
引
き
上
げ
率
を
１
・
　
倍
に

２５

合
わ
せ
、
農
耕
用
２
千
円
、
そ
の

他
５
千
９
百
円
に
改
正
す
る
議
案

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

●
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
給

付
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の

影
響
に
鑑
み
、
暫
定
的
・
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
国
の
施
策
に
基
づ

き
支
給
す
る「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

と
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
消
費
の
下
支

え
を
図
る
観
点
か
ら
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
国
の
施
策
に
基
づ
き
支

給
す
る
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
で
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
平
成
　２６

年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に

税
法
上
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
支
給
額

は
１
人
に
つ
き
１
万
円
で
基
礎
年

金
受
給
者
等
は
５
千
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

は
、
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
対
象

に
な
ら
な
い
方
も
あ
り
ま
す
が
、

平
成
　
年
１
月
分
の
児
童
手
当
の

２６

受
給
児
童
１
人
あ
た
り
１
万
円
を

支
給
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
臨

時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な
る
児

童
は
受
給
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

●
防
災
・
減
災
関
係

　
危
機
管
理
に
係
る
各
種
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
よ

り
実
効
性
の
あ
る
対
応
体
制
を
確

立
す
る
た
め
、
現
行
の
「
石
井
町

地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
今

年
度
、
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
の
制
定
に
伴

い
、
同
法
に
基
づ
く
「
石
井
町
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計

画
」
を
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
４
月
　
日
に
町
内
全
域
の

１５

自
主
防
災
組
織
を
対
象
と
す
る

「
石
井
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
自
主

防
災
組
織
間
の
横
の
連
携
と
交

流
、
ま
た
、
未
組
織
地
域
の
組
織

化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
消
防
団
関
係
に
つ
い
て
は
、
平

成
　
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
で
あ

２５
る
消
防
団
詰
所
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
で
す
が
、
藍
畑
分
団
第
６
部

（
西
覚
円
）
詰
所
に
つ
い
て
は
、

先
日
新
築
工
事
の
入
札
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
浦
庄
分
団
第
２

部
（
上
浦
）
と
第
３
部
（
諏
訪
）

に
つ
い
て
も
、
国
庫
補
助
金
の
交

付
決
定
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現

在
設
計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
非
常
用
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
、
避
難
所
と
な
る
施

設
に
L
E
D
ラ
ン
タ
ン
や
簡
易
ト

イ
レ
な
ど
の
備
品
を
配
備
し
ま

す
。
ま
た
、
非
常
食
や
保
存
水
、

粉
ミ
ル
ク
な
ど
の
食
糧
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
徳
島
県
市
町
村
振

興
協
会
が
実
施
す
る
、
住
民
を
守

る
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

助
成
金
を
活
用
し
、
備
蓄
数
を
拡

充
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
児
童
福
祉
事
業
に
つ
い
て

　「
石
井
町
認
定
こ
ど
も
園
整
備

事
業
」
に
つ
い
て
、
石
井
西
認
定

こ
ど
も
園
基
本
計
画
が
完
了
し
、

具
体
的
な
施
設
の
設
計
図
で
あ
る

実
施
計
画
に
着
手
し
て
い
る
状
況

で
す
。
ま
た
、
石
井
地
区
の
認
定

こ
ど
も
園
整
備
に
つ
い
て
も
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き
、
本

町
の
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
早

く
安
心
・
安
全
な
保
育
環
境
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
認
定
こ
ど
も
園

事
業
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
次
に
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
整
備

事
業
に
つ
い
て
で
す
。
高
川
原
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
は
、
利
用
希
望
す

る
児
童
が
増
加
し
保
育
室
が
大
変

手
狭
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
年

度
の
国
の
補
助
事
業
と
し
て
増
築

工
事
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の

保
育
環
境
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

●
農
業
関
係
に
つ
い
て

　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
円
滑
な

実
施
を
図
り
、
食
料
自
給
率
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
　
石
井
町
で
は
、
農
家
を
対
象
と

し
て
「
米
の
直
接
支
払
交
付
金
」・

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
」
の
加
入
申
請
を
行
い
、
転
作

議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりり

　
平
成
　
年
第
２
回
定

２６

例
町
議
会
（
６
月
議
会
）

に
お
い
て
、
町
長
が
今
後

の
町
政
運
営
や
主
要
施

策
に
つ
い
て
の
所
信
を

表
明
し
ま
し
た
。
要
旨

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

町
政
の
概
要
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平
成
　
年
石
井
町
子
ど
も
議
会
が
、
８
月
　
日
に
議
場
で
開
催
さ

２６

２９

れ
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
議
会
」
は
、
石
井
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
町

政
な
ど
に
対
す
る
質
問
や
要
望
を
述
べ
て
も
ら
い
、
併
せ
て
、
議
会

の
役
割
や
運
営
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と
す

る
た
め
、
町
教
育
委
員
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
議
員
と
し
て
、
町
内
の
各
小
学
校
か
ら
代
表
２
名
と
各
中

学
校
か
ら
代
表
３
名
（
合
計
　
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

１６

　
子
ど
も
議
員
か
ら
は
、
台
風
で
大
雨
が
降
っ
た
時
の
道
路

や
用
水
路
付
近
の
安
全
対
策
を
は
じ
め
、
石
井
町
の
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
の
充
実
や
農
業
政
策
と
後
継
者
育
成
対
策
、
通
学
路

の
安
全
性
、
学
校
の
設
備
改
善
や
部
活
動
の
充
実
、
土
曜
日
授

業
に
つ
い
て
な
ど
、
身
近
な
学
校
生
活
に
お
け
る
問
題
か
ら

町
政
の
課
題
ま
で
幅
広
い
質
問
や
要
望
が
出
さ
れ
、
町
長
や

教
育
長
な
ど
が
答
弁
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
発
想
や
視
点
で
と
ら
え
た
意
見
や

要
望
を
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

石
井
町
子
ど
も
議
会

事
業
の
推
進
を
実
施
し
、
農
業
経

営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
藍

畑
・
東
覚
円
地
区
の
調
査
を
行
い

ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
建
設
課
の
事
業

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

で
、
町
道
高
原
　
号
線
・
町
道
石

３３

井
１
２
３
号
線
及
び
町
道
高
川
原

６
号
線
の
改
良
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
・
安
全
交

付
金
で
、
八
坂
橋
の
橋
梁
長
寿
命

化
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

２５

と
し
て
は
、
先
の
交
付
金
で
、
町

道
石
井
１
２
３
号
線
及
び
高
川
原

　
号
線
の
改
良
工
事
、
同
様
に
高

７５浦
大
橋
・
中
央
橋
・
本
条
橋
の
橋

梁
長
寿
命
化
工
事
を
実
施
す
べ

く
、
事
業
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

●
教
育
委
員
会
関
係

　
石
井
町
で
は
県
下
に
先
駆
け

て
、
本
年
度
か
ら
毎
月
第
一
土
曜

日
に
土
曜
日
授
業
を
実
施
し
ま

す
。
有
意
義
な
土
曜
日
授
業
実
施

の
た
め
、
地
域
連
携
行
事
・
ス
ポ

ー
ツ
・
体
験
活
動
・
人
権
学
習
な

ど
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に

特
別
支
援
員
を
土
曜
日
授
業
に
も

配
置
し
て
、
万
全
の
体
制
で
臨
ん

で
い
き
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
町
独
自
に
英
語
教
育
指
導
員

及
び
外
国
人
英
語
指
導
員
を
雇
用

し
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
子

ど
も
た
ち
に
い
き
た
英
語
に
触
れ

る
機
会
を
与
え
る
と
と
も
に
国
際

感
覚
を
養
成
し
て
い
き
ま
す
。
中

学
校
英
語
検
定
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
は
５
級
ま
で
の
受
験
者
に
対

し
、
検
定
料
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
運
動
す

る
喜
び
、
体
を
動
か
す
こ
と
や
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ

と
に
よ
り
、
体
力
向
上
へ
と
つ
な

げ
る
目
的
で
行
っ
て
い
る
「
巡
回

体
育
指
導
」
も
今
年
度
引
き
続
き

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
藍
畑
分
館
新
築
工
事
の

設
計
業
務
の
指
名
競
争
入
札
を
４

月
に
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
地

域
住
民
の
方
々
、
ま
た
利
用
者
団

体
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
聞
き
し
な
が
ら
設
計
を
行
い
、

早
期
着
工
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
川
原
福
祉
会
館
に
つ

い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
の
認
可

が
下
り
次
第
、
速
や
か
に
耐
震
改

修
・
改
造
工
事
設
計
業
務
の
入
札

を
行
い
、
平
成
　
年
度
に
着
工
す

２７

る
予
定
で
す
。

　
石
井
町
の
文
化
財
に
関
し
て

は
、
利
包
に
あ
る
「
山
ノ
神
古
墳
」

の
発
掘
及
び
現
地
調
査
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
国
指
定
重
要
文
化
財

「
田
中
家
住
宅
」
の
補
修
に
対
し

て
、
補
助
を
行
い
ま
す
。
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健康診査受診券」を郵送でお送り
しています。受診期間は１１月３０日
までです。受診されていない方は
期間内の受診をお願いします。
　健診を受け、生活習慣病を予防
することは、自分自身の健康を守
るのはもちろん、高齢社会におけ
る医療費の増加も防ぎます。必ず
受診しましょう。なお、健診費用
の自己負担は１,０００円です。
●問 住民課　☎６７４－１１１４

 

　石井町では肺炎の予防のため、
７５歳以上の方の肺炎球菌ワクチン
予防接種の費用助成をしていま
す。対象者の方には、４月に接種
券（紫色）をお送りしていますの
で、接種をご希望の方は期間内に
受けてください。有効期限の切れ
た接種券をお持ちの場合は、再発
行していますので保健センターへ
お問い合わせください。
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

日　時　１０月２８日（火）
　　　　午後１時～４時
場　所　中央公民館２階実習室
相談人数　５名（先着順）
相談時間　１人約３０分
申込受付日　１０月２１日～２３日
　　　（午前８時３０分～午後５時）
申込方法　総務課へ電話でお申し
込みください。
※原則として、初回の方を優先さ
せていただきます。
●問 総務課　☎６７４－１１１１

 

　１０月２０日から２６日までは、全国
一斉の「行政相談週間」です。
　役所等の仕事について苦情や意
見・要望がある方は、お気軽にご
相談ください。
日　時　１０月２８日（火）
　　　　午前９時～正午
場　所　石井町役場（玄関受付）
※相談無料・秘密厳守です。
●問 住民課　☎６７４－１１１４

 

　今年も『秋の交通安全運動』を
実施します。これからの季節、夕

高齢者肺炎球菌
ワクチン接種は９月３０日まで

弁護士による町民無料法律相談

行政相談週間

石井警察署からのお願い

暮れ時や夜間の
交通死亡事故が
急増する傾向に
あります。交通
安全意識を高
め、悲惨な交通
事故をなくしましょう。
運動実施期間　９月２１日（日）か
ら３０日（火）までの１０日間
運動の基本　子どもと高齢者の交
通事故防止
重点事項
１．夕暮れ時と夜間の歩行中・自
転車乗用中の交通事故防止
２．全席シートベルト着用とチャ
イルドシートの正しい着用の徹底
３．飲酒運転の根絶
●問 石井警察署　☎６７４－０１１０

 

　弁護士が皆さんのご相談に応じ
ますので、ぜひご利用ください。
（要予約）
日　時　１０月８日（水）
　　　　午前９時３０分～午後３時３０分
場　所　徳島地方・家庭裁判所
　　　　（徳島市徳島町１－５）
定　員　５０名
申込方法
徳島地裁総務課（☎６０３－０１１１）
まで電話でお申し込みください。
〈受付：平日午前９時～午後５時〉
※定員に達した時点で受付終了と
なります。

 

 

　野焼き（野外焼却）は、ダイオ
キシン（ビニールなどを燃やした
ときに出る有害物質）対策のため、
「廃棄物の処理及び清掃に関する
法律」により禁止されています。
◎災害の予防、宗教上の行事等、

法の日週間行事　無料法律相談

高川原福祉会館だより

野焼きは禁止されています

農業や林業等を営む上でやむを得
ないものなど一部例外規定があり
ますが、煙や悪臭等により周辺の
住民の方の迷惑とならないよう注
意してください。
●問 福祉生活課　環境対策係
 　　　　　　　　　 ☎６７４－１１１６

 

　浄化槽を設置されている方は、
１年に１回、浄化槽の水質に関す
る検査（法定検査）を受けなけれ
ばならないと浄化槽法に規定され
ており、業者が行う保守点検・清
掃とは別に受けなければいけませ
ん。次の期間に、徳島県知事指定
検査機関である、（公社）徳島県環
境技術センターの職員が連絡・訪
問します。皆様のご理解・ご協力
をお願いします。
期　間　１０月９日～１０月１７日
対象地区　石井町全域
●問 （公社）徳島県環境技術センター
 　　　　　　　　　 ☎６３６－１２３４

 

　徳島県では、平成26年４月１日
から「徳島県豊かな森林を守る条
例」を施行し、11月から土地の取
引に係る事前届出の新たな制度が
始まります。森林の売却等の予定
がある場合は、徳島県のホームペ
ージで制度の内容をご確認いただ
くか、徳島県林業戦略課（☎６２１－
２４４７）までお問合せください。

 

　７月１日現在で、総務省・経済
産業省（徳島県・石井町）が実施
した「経済センサス－基礎調査及
び商業統計調査」へのご協力あり
がとうございました。
　調査結果は、平成２７年夏頃から
統計局ホームページで公表される
ほか、国や地方公共団体、民間企
業における様々な計画の策定や資
料作成などに幅広く利用されま
す。今後とも
本町統計業務
へのご理解・
ご協力をよろ
しくお願いい
たします。

浄化槽法定検査のお知らせ

森林所有者の皆様へ

平成２６年経済センサス
基礎調査及び商業統計調査への
ご協力ありがとうございました

「成年後見」無料相談
9月22日（月）・10月27日（月）日　程

午後１時半～３時半時　間
行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）相談員
高川原福祉会館　☎６７４－０４０３場　所

人権相談職業相談

10月9日（木）
11月13日（木）

9月18日（木）
11月13日（木）日　程

午後1時～4時午後1時半～3時半時　間

石井町人権擁護委員ハローワーク職員相談員
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日　時　１０月１９日（日）
　　　　午前１０時～午後２時３０分
場　所　中央公民館及び周辺
内　容　こども文化祭（発表の部）
／こども美術展（展示の部）／ボ
ランティア団体・ＮＰＯ法人・福
祉施設などによる模擬店／ボラン
ティア活動紹介パネル展示／読み
聞かせ／ボランティア体験コーナ
ーなど
●問 石井町ボランティア連絡協議会
 　　　　　　　　　 ☎６３７－４３３３

 

日　時　９月１８日（木）
　　　　１０月１６日（木）
　　　　１１月１３日（木）
健康相談　午後１時～３時（要予約）
体操教室　午後３時～４時
場　所　保健センター
対　象　町内在住の４０歳以上の方
参加費　無料
●問 保健センター　☎６７４－０００１

 

　徳島ファミリー・サポート・セ
ンターは、「子育ての応援をして
ほしい」と思う方、「少しは子育て
の応援ができる」と思う方が会員
登録をし、子育ての相互援助を有
料で行うところです。（会員登録
は無料です。）
●出張説明・登録会を開催します
日　時　１０月２８日（火）
　　　　午後１時～４時
場　所　石井町役場２階会議室
※印鑑をお持ちください。

第１７回石井町
ボランティアフェスティバル

健康相談・体操教室

徳島ファミリー・サポート・センター
出張説明・登録会

　「登録してみたい」「利用の仕方
がわからない」という方、是非こ
の機会にお越しください。
●問 徳島ファミリー・サポート・セ
ンター☎６１１－１５５１またはすくす
く子育て課☎６７４－１６２３

 

日　時　１０月１８日（土）
　　　　午前９時～午後３時３０分
場　所　徳島刑務所
　　　　（徳島市入田町大久２００－１）
内　容　所内見学／「藍染め体験」
や「ちびっ子刑務官」コーナー／
刑務所作業製品の展示・販売など
駐車場　約３００台
☆石井町更生保護女性会によるバ
ザーも出店しています。ぜひ、ご
来場ください。
●問 徳島刑務所　☎６４４－０１１４

 

　求職者支援制度は、雇用保険を
受給できない求職者の皆さんを対
象に、職業訓練（介護・パソコン・
医療事務）などを通じて、早期就
職を支援する制度です。徳島公共
職業安定所では、求職者支援訓練
の受講に関する説明会を次のとお
り開催します。ぜひご参加くださ
い。（事前予約不要）
「求職者支援訓練受講説明会」の
開催日時
１０月２日（木）１０時～１１時３０分
１０月１５日（水）１０時～１１時３０分
１１月４日（火）１０時～１１時３０分
１１月１８日（火）１０時～１１時３０分
●問 徳島公共職業安定所（徳島市出来
島本町１丁目５番地） 　 ☎６２２－６３７４

 

 

ふるって原稿をお寄せください
応募資格　１５歳（高校１年）以上
で町内在住の方、または町内で文
化活動をしている方
応募規定　俳句１人５句／川柳１
人５句／短歌１人５首／現代詩１
人２編以内／漢詩１人３編以内／
随筆１人１編（千字以内）
応募方法　作品の題名・住所・氏
名（雅号で応募する場合は本名を
併記）・電話番号を記入のうえ、１

第３３回徳島矯正展

求職者支援制度をご存じですか

募　集

町民文芸誌『石井文芸』（第２０号）
作品募集

作品につき５００円（高校生は無料）
を添えて、提出してください。
募集期間　９月３０日まで
提出先及びお問い合わせ先
石井町中央公民館内
石井町文化協会　☎６７４－２００２

 

　台風１１号・１２号がもたらした豪
雨により被災された県内の多くの
方を支援するため、災害義援金を
募集しています。
実施期間　１０月３１日（金）まで
受付窓口
（福）徳島県共同募金会
（徳島市中昭和町１－２県立総合
福祉センター内）
日本赤十字社徳島県支部
（徳島市庄町３－１２－１）
※平日の午前９時３０分～午後５時
まで受付
　銀行振込・現金書留でも受付し
ています。詳しくはお問合せくだ
さい。
●問 徳島県地域福祉課☎６２１－２１７１

 

　徳島県立テクノスクール（中央・
南部・西部校）では、４月入校の
訓練生を募集しています。
申込期間　１０月８日（水）まで
選考方法　筆記試験及び面接
※詳しくは、入校志望の県立テク
ノスクールまたは各公共職業安定
所までお問い合わせください。
●問 詳しくは、産業人材育成センター

☎６２１－２３５０

 

 

　敬老祝金は、平
成２６年９月３０日に
おいて、町内に引
き続き１年以上居
住している満８８歳の方が支給対象
となっています。
　該当者には、１０月に支給のご案
内をお送りします。
●問 長寿社会課　☎６７４－６１１１

 

◆特定健康診査について
　健診の対象となる方に、「特定

平成２６年徳島県台風１１号・１２号
災害義援金募集

県立テクノスクール訓練生募集

暮らし

敬老祝金について

国保からのお知らせ

「お知らせ」は、こちらからお読みください

Information

お知らせ

催し・講習
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　石井町では、「 石井町 を応援したい」、「もっと
ふ る さ と

魅力ある町になってほしい」と思っている方か
らの寄附金を受け付けています。ぜひ、町外に
お住まいのご家族・ご友人などに「ふるさと納
税は石井町へ」とＰＲをお願いします。

Ｑ１　「ふるさと納税」ってどんな制度なの？
　「ふるさと納税」制度とは、平成２０年４月３０日に公布された「地方税法等の一部を改正する法律」により、個人住民
税の寄附金税制が大幅に拡充され、以前にお住みになっていた地方自治体に限らず、応援したい、貢献したいと思う地
方自治体へ『寄附』をした場合に、その相当額が所得税やお住まいになっている自治体の住民税から控除される制度の
ことです。
　地方自治体に対する寄附金のうち、所得税では２,０００円、個人住民税では２,０００円を超える部分について、所得税と合わ
せて控除を受けられます。ただし、控除額には上限があります。
※平成２５年度の石井町へのふるさと納税の件数は１７件でした。

★「ふるさと納税」に関する詳しいことは、石井町ホームページをご覧ください。
申込書等のダウンロードもできます。石井町ホームページ　http://www.town.ishii.lg.jp/

「石井町」を応援・支援する人
寄附（ふるさと納税）をする皆さん 石 井 町

税務署または
お住まいの市町村

ふるさと ①寄附の申し込み①寄附の申し込み

③納付手続き③納付手続き

②申込書の受理・納付用書類等の送付

⑤確定申告書を提出

④寄附金受領証明書の送付④寄附金受領証明書の送付

⑤確定申告書を提出

⑥翌年度の住民税の軽減・所得税の還付など⑥翌年度の住民税の軽減・所得税の還付など

②申込書の受理・納付用書類等の送付

Ｑ３　寄附金はどのように活用されるの？
　石井町への寄附金は、次の４つのメニューの中から、寄附金の使い道を選んでいただくことができます。

メニューメニュー２２
環境を考え、暮らし環境を考え、暮らしをを
快適にす快適にするるまちづくまちづくりり

メニューメニュー３３
住民が主役の活住民が主役の活力力
あふれあふれるるまちづくまちづくりり

メニューメニュー４４
そのその他他町長町長がが

必要と認める事必要と認める事業業

メニューメニュー１１
支え合い育て合う支え合い育て合う、、
人の輝人の輝くくまちづくまちづくりり

振り込め詐欺にご注意を‼
石井町では、電話等による寄附の勧誘や働きかけを一切行っておりません。

　この寄附制度は、皆さんの「 石井町 を応援したい！」という善意を形にするための取り組みです。「ふるさと
ふるさと

納税」をかたった振り込め詐欺などには十分ご注意ください。

お問い合わせ●●●● 総務課　☎６７４－１１１１

「ふるさと納「ふるさと納税税」」はは
石井町石井町へへ

Ｑ２　「ふるさと納税」をしたいけど、どうすればいいの？
　「ふるさと納税」の流れは次のようになります。（イメージ図）

ジェネリック医薬品による自己負担額軽減のお知らせを発送します
　ジェネリック医薬品とは、新薬の特許が切れた後に、同じ有効成分を使って作られ、新薬と同等の効果、
効能を厚生労働省から承認されている医薬品です。

　徳島県後期高齢者医療広域連合では、現在処方されている新薬をジェネリック医薬品に切り換えた場合に、
自己負担額がどれくらい軽減できるのか、その一例をお知らせする通知を平成２６年９月下旬に送付いたします。
　通知対象者は、今年５月に医療機関で新薬を処方され、ジェネリック医薬品に切り換えた場合に自己負担額
が大きく軽減される方となります。
　なお、すべてのお薬にジェネリック医薬品があるとは限りませんので、試してみたいとお
考えの方は、医師や薬剤師にご相談ください。
 　　　　　　　　　　　 ●問 徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　☎６７７－３６６６
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石井町障がい者虐待防止センターを設置しています
石井町障がい者虐待防止センターでは……
　◎障がい者に対する虐待の通報・虐待の届出を受理します。
　◎障がい者虐待についての相談・指導・助言を行います。
　◎障がい者虐待防止に関する広報・啓発を行います。
障がい者の虐待や養護者の支援に関する相談、通報、お問い合わせは……

休日・夜間平日（午前８時３０分～午後５時１５分）

石井町役場
　TEL ０８８－６７４－１１１１（代表）
　（※休日は当直者対応、夜間については警備保障
に転送になるため、折り返しのお電話となりま
す。）

　FAX ０８８－６７５－１５００
　メールアドレス
　fukushiseikatu@town.ishii.lg.jp 

石井町障がい者虐待防止センター
（石井町役場福祉生活課障がい福祉係内）
　　TEL ０８８－６７４－１１１６
　　FAX ０８８－６７５－１５００
名西地区在宅障がい者生活支援センター
　　TEL ０８８－６７４－７２８２
れもん生活支援センター
　　TEL ０８８－６７５－３３３９
地域活動支援センターことじ
　　TEL ０８８－６９４－６６０６

地球温暖化対策実行計画　平成２５年度結果
　石井町では、地球温暖化対策実行計画を策定し、地球温暖化対策に取り組んでいます。
　平成２３年度を基準年度とした計画を実施しており、平成２５年度のデータがまとまったので結果を報告し
ます。

●項目別二酸化炭素換算量

年　度　別　評　価
　本計画において、平成２４年度から平成２８年度の間で５%の減少を目標としています。
　平成２５年度の結果は、平成２３年度に比べて５%以上減少し、目標に達していることになりました。
　この要因は、２つあります。１つは、平成２３年度の軽油の使用量の多さになります。平成２３年度の清掃
センターでは、A重油を使用する機械（エンジンコンプレッサー）が故障し、代わりの機械を動かすうえ
で軽油が必要となり、使用量が増え、全体の軽油の量が多くなったことがあげられます。
　もう１つは、平成２５年度のA重油の値を削減することが出来たことです。これは、焼却作業方法の見直
し及び、焼却時間の短縮等改善策を講じた結果と考えられます。
　この他にも、灯油、液化石油ガスの量は各課・各施設等の取り組みにより減少傾向にあります。
　今回、平成２３年度固有の増加要因があったこともあり、全体量としてCO２が減少した結果が得られまし
たが、要因別に見てみるとガソリンや電気量、一般廃棄物焼却量の値は平成２３年度に比べて増加していま
す。このような点からも平成２６年度のデータにおいては、平成２５年度に比べてCO２排出量が増加すること
も考えられ、今後も各課・各施設等と連携し、引き続き地球温暖化対策に取り組んでまいります。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●問 福祉生活課　環境対策係　☎６７４－１１１６

H２５年度H２４年度H２３年度調査項目（kg-CO２）

３５，０４０３２，５９８２７，３７９ガソリン

３１７，７３７３２５，４６３３２７，３３０灯油

２０，０５７１８，９８９９５，２３３軽油

８１８，４２０８３１，８５６１，１２７，２０６Ａ重油

４５，９７５４６，８１７５３，２７５液化石油ガス

１，３８０，８０９１，３４５，８６９１，３３６，３２５電気量

１，７１４，３００１，７４１，７４０１，６５８，８００一般廃棄物焼却量

４，３３２，３４０４，３４３，３３３４，６２５，５４７二酸化炭素排出量
※一般廃棄物焼却量は廃棄物量の内、廃プラスチックの量の値である。
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井
町
の
歴
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人
形
面
劇
師
の
幕
と
、
人
形
面
の
前
に
正
座
す
る
の
は
、
｢
花
の
家

花
奴
｣
こ
と
岩
佐
伊
平
（
明
治
　
年
～
平
成
７
年
）。「
面
劇
」
と
は
一

３４

人
で
演
じ
る
人
形
面
芸
の
こ
と
で
、
往
時
に
は
全
国
に
幾
人
か
の
面
劇

師
が
い
た
と
い
わ
れ
る
が
戦
後
に
は
た
だ
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
花
奴

は
石
井
町
浦
庄
の
藍
商
で
地
主
の
家
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
芝
居
や
浄

瑠
璃
の
夢
た
ち
が
た
く
歌
舞
伎
役
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
面
芸
に
出
会

い
、
一
人
で
演
じ
ら
れ
る
早
変
わ
り
の
お
も
し
ろ
さ
や
楽
し
さ
に
は
ま

り
面
劇
と
し
て
完
成
し
た
。
ふ
る
里
に
帰
っ
て
か
ら
は
阿
波
の
面
芸
師

と
し
て
活
躍
し
た
が
、
演
劇
用
の
衣
装
道
具
も
そ
ろ
え
貸
衣
装
業
も
営

ん
だ
。
時
代
の
波
と
と
も
に
活
動
を
縮
小
し
、　
歳
で
没
し
た
。
阿
波

９４

の
大
衆
芸
能
と
し
て
の
面
芸
や
、
残
さ
れ
た
人
形
面
（
初
代
天
狗
久
作
）

や
衣
装
・
道
具
も
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
継
承
・
保
存
が
望
ま
れ
る
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 【写
真
提
供
】
岩
佐
家
（
浦
庄
）

第９回

面
劇
師
　花
の
屋
花
奴

「燃やせないごみ」にこんなものが混ざっていて
困っています！！

   

混入物　ＴＯＰ３
処分方法等混入物《具体例》順位

有料でも受け入れできません！産業廃棄物の
許可業者や購入先で処分してください！

農業用廃棄物
《農業用ビニール・波板・肥料の袋・除草剤の容器》１

燃やせるごみに分別して出してください！生ごみ
《未開封の食品・弁当の食べ残し》２

有料でも受け入れできません！産業廃棄物の
許可業者や購入先で処分してください！

土砂
《土・小石》３

　『燃やせないごみ』の中に農業用ビニールや肥料の袋、除草剤の容器などの農業用廃棄物や未開封の食
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

品、食べ残しが入ったまま洗っていない弁当箱を混ぜて出されていることがあります。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
　収集を委託している業者の方にお願いして、「事業系のごみ」や「分別できていないごみ」は収集しな

釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
いようにしていますが、ごみ袋の奥に混ぜ込まれるとなかなか発見できません。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫
　石井町では、家庭から収集したり、事業所が有料で持ち込んだりした『燃やせないごみ』を民間業者
に委託し、再利用できるものは再利用しています。
　分別ルールを守ったごみ出しにご協力をお願いします。住民の方の意識にかかっています！
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●問 清掃センター　☎６７４－６８４２

思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています。。
ご提供していただける写真がありましたらご連絡くださいご提供していただける写真がありましたらご連絡ください。。
 　　　　　 ●問 石井町中央公民館石井町中央公民館　☎☎６７４６７４－－２００２２００２　　
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ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
昨
今
で
す
が
、
季
節
は
も
う
秋
、
収
穫
の

季
節
で
す
。
９
月
以
降
、
当
年
の
豊
作
を
神
様
に
感
謝
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
祭
が
各
所
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
地
神
さ

ん
」
を
今
回
は
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
社
寺
の
境
内
や
道
の
端
な
ど
で
、
五
角
柱
形
を
し
た
石
塔
を
と
き
ど

き
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
石
塔
は
「
地
神
さ
ん
」
あ
る
い

は
「
お
地
神
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
五
面
あ
る
側
面
に
は
「
 天
 
あ
ま

 照
 
て
ら
す

 大
 
お
お
み

 神
 」
か
み

「
 大
己
貴
神
 」「

お
お
な
む
ち
の
か
み

 少
 
す
く
な

 彦
名
神
 」「
 倉
稲
 

ひ
こ
な
の
か
み
 

う
か
の

 魂
 
み
た
ま

 神
 
の
か
み

」「
 埴
安
 

は
に
や
す

 媛
 
ひ
め
の

 神
 」
の
５
柱
の
神

か
み

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
天
照
大
神
」は
日
本
神
道
の
主
神
で
あ
る
太

陽
の
神
で
、 天
 
あ
ま
の

 岩
  戸
 に
隠
れ
た
と
き
に
は
世
界
が
暗
闇
に
つ
つ
ま
れ
ま

い
わ
 と

し
た
。「
大
己
貴
神
」
は
 大
国
 

お
お
く
に

 主
 
ぬ
し
の

 神
 の
別
名
で
、 国
  津
  神
 と
し
て
国
造
り

か
み
 

く
に
 つ
 か
み

を
し
ま
し
た
が
、 高
天
原
 か
ら
降
臨
し
た
 天
孫
 に
国
を
譲
り
ま
し
た
。

た
か
ま
が
は
ら
 

て
ん
そ
ん

「
少
彦
名
神
」
は
そ
の
大
己
貴
神
の
国
造
り
に
協
力
し
た
神
で
、
医
薬

や
酒
造
り
を
司
っ
て
い
ま
す
。「
倉
稲
魂
神
」
は
稲
荷
社
の
祭
神
で
、
そ

の
名
の
と
お
り
稲
な
ど
の
穀
物
・
食
物
の
神
で
す
。「
埴
安
媛
神
」
は
土

を
意
味
す
る
「
 埴
 」
が
名
前
に
は
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
土
を
司
る
神

は
に

で
す
。
い
ず
れ
も
農
業
や
そ
の
他
生
産
業
で
重
要
な
要
素
を
司
る
神
々

で
す
。

　
こ
の
か
た
ち
の
地
神
塔
は
徳
島
県
全
域
に
数
多
く
分
布
し
、
県
外
で

は
香
川
県
・
岡
山
県
な
ど
の
瀬
戸
内
地
域
や
関
東
の
一
部
、
徳
島
か
ら

の
入
植
が
あ
っ
た
北
海
道
な
ど
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
五

角
柱
の
地
神
塔
が
阿
波
地
域
に
盛
ん
に
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、 寛
政
 ２
（
１
７
９
０
）
年
、
徳
島
市
の
 富
  田
  浦
 八
幡
宮
宮
司
 早
  雲
 

か
ん
せ
い
 

と
み
 だ
 う
ら
 

は
や
 く
も

 伯
  耆
 が
時
の
藩
主
 蜂
  須
  賀
  治
  昭
 に
地
神
 祭
  祀
 を
進
言
し
た
こ
と
が
背
景

ほ
う
 き
 

は
ち
 す
 
か
 は
る
 あ
き
 

さ
い
 し

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
早
雲
伯
耆
が
参
考
に
し
た

と
さ
れ
る
の
が
『
 神
  仙
  霊
 

し
ん
 せ
ん
 れ
い

 章
 
し
ょ
う

 春
  秋
 

し
ゅ
ん
 じ
ゅ
う

 社
  日
 

し
ゃ
 じ
つ

 醮
 
し
ょ
う

 儀
 』
と
い
う
文
献
で
、
五
角

ぎ

柱
の
側
面
に
神
名
を
あ
ら
わ
す
こ
と
や
、
天
照
大
神
を
北
向
き
に
す
る

こ
と
な
ど
、
徳
島
の
地
神
塔
に
共
通
し
て
み
と
め
ら
れ
る
作
法
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
石
井
町
内
で
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
地
神
さ
ん
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
中
に
は
他
の
地
神
さ
ん
と
は
異
な
る
珍
し
い
形
の
も
の
も
あ
り

ま
す
。
通
常
の
方
形
の
台
座
と
は
異
な
る
、
台
座
が
亀
の
形
を
し
た
地

神
さ
ん
が
 利
包
 の
 円
  徳
  寺
 北
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
 亀
  跌
 」
と
い
う

と
し
か
ね
 

え
ん
 と
く
 じ
 

き
 
ふ

中
国
・
韓
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国
々
で
よ
く
み
ら
れ
る
台
座
の
ス
タ
イ

ル
で
す
。
亀
跌
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
 贔
  屓
 と
い
う
中
国
の
 神
 

ひ
 
き
 

し
ん

 獣
 
じ
ゅ
う

で
、
竜
が
産
ん
だ
九
子
の
う
ち
の
一
子
で
あ
る
贔
屓
は
、
重
荷
を
負
う

こ
と
を
好
む
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
石
碑
の
台
座
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。
日
本
各
地
で
も
亀
跌
に
乗
っ
た
石
碑
を
時
折
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
地
神
さ
ん
が
亀
跌
と
な
っ
て
い
る
例
は
少
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
地
神
さ
ん
の
祭
は
、
豊
作
を
願
う
春
と
収
穫
を
祝
う
秋
の
年
２
回
、

春
分
と
秋
分
に
近
い
 戊
 の
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
農
業
の
守
り
神
ら

つ
ち
の
え

し
く
、
つ
ち
の
日
に
祭
ら
れ
、
地
神
さ
ん
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
石
井

の
農
業
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
も
し
道
な
ど
で
地
神
さ
ん
を
見
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
心
の
中
で
そ
っ
と
手
を
あ
わ
せ
て
み
て
下
さ
い
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 （
教
育
委
員
会
 社
会
教
育
課
　
壱
岐
）

〈
参
考
文
献
〉

『
石
井
町
史
　
下
巻
』
１
９
９
１
年

高
橋
晋
一
「
徳
島
県
の
地
神
信
仰－

研
究
史
の
整
理
と
今
後
の
研
究
課
題
｣

　
　
　
　
　『
徳
島
地
域
文
化
研
究
７
』
２
０
０
９
年

 地
  神
 さ
ん

じ
 じ
ん

第１５回

平成２６年４月１日以降、「領収証」等に係る印紙税の非課税範囲が拡大されています

　事業者の皆様が平成２６年４月１日以降に作成する領収証やレシートなどの「金銭又は有価証券の受取
書」に係る印紙税については、記載された受取金額が５万円未満のものについて非課税となります。
　平成２６年４月１日以降、領収証等を作成する際には、受取金額を確認の上、
納付する印紙税額に誤りのないようご注意ください。

「金銭又は有価証券の受取書」に係る印紙税の非課税範囲
平成２６年４月１日以降平成２６年３月３１日まで

５万円未満３万円未満

　なお、詳しくは最寄りの税務署にお尋ねいただくか国税庁ホームページをご覧ください。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【国税庁ホームページ　www.nta.go.jp】

【円徳寺北にある亀跌の地神さん】
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まちのうごき 　　　　　　　　　前号比
世帯数 １０，１２９戸（＋１０）
男　性 １２，５８５人（－３３）
女　性 １３，７８１人（－７）
　計　 ２６，３６６人（－４０）

平成２６年６月１５日～平成２６年８月１４日（敬称略）

平成２６年９月１日現在

人　口

※広報掲載については、石井
町へ届出された方で掲載
を希望された方のみ、掲載
しております。

　「
ウ
ワ
ー
ン
概
や
っ
と
な
っ
た

議
員
な
ん
で
す
概
」と
、
記
者
会
見

で
号
泣
し
た
兵
庫
県
議
の
野
々
村

氏
。
　
日
帰
り
で
１
９
５
回
富
岡
市
な

ど
を
訪
問
し
、「
政
務
活
動
費
」
約

３
０
０
万
円
を
も
ら
っ
て
い
た
。

嘘
が
ば
れ
て
全
額
返
金
し
、
議
員

を
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
辞
め
た
か

ら
と
い
っ
て
許
さ
れ
る
問
題
で
は

な
い
が
。

　
昨
年
の
徳
島
県
の
県
議
と
７
市

議
会
の
「
政
務
活
動
費
」
が
約
１

億
１
，５
０
０
万
円
。
県
・
市
議
と

も
に
高
給
取
り
と
言
わ
れ
て
い

る
。
県
議
で
年
９
１
２
万
円
、
期

末
手
当
３
４
６
万
円
で
合
計
約

１
，２
５
８
万
円
も
も
ら
っ
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
の
報
酬
を
も
ら
っ

て
お
き
な
が
ら
、「
政
務
活
動
費
」

と
し
て
年
間
２
４
０
万
円
（
上
限
）

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
県

議
の
な
か
に
は
、「
も
ら
え
る
も
の

は
で
き
る
だ
け
も
ら
え
」
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

今
回
も
徳
島
県
議
５
人
が「
政
務

活
動
費
」を
違
法
に
支
出
し
た
と

し
て
徳
島
地
裁
に
訴
え
ら
れ
て
い

る
。県
民
の
大
切
な
税
金
を
個
人

の
支
出
に
ま
で
負
担
す
る
必
要
は

な
い
。号
泣
議
員
の
よ
う
に
な
ら

な
い
こ
と
を
祈
る
の
み
だ
。

町長コラム
号
泣
県
議

号
泣
県
議
のの

政
治
活
動
費
を
考
え

政
治
活
動
費
を
考
え
るる

石
井
町
長

石
井
町
長
　
河
野
俊
明

河
野
俊
明

   ご結婚おめでとう   
長谷　洋輔（高川原）
 榎　　彩緒（京都府舞鶴市）
中村　雅彦（石　井）
 山﨑　千加（高知県高知市）
川上　　遼（城ノ内）
 中岡あかね（東みよし町）
松家　敬治（石　井）
 大西　千春（国　実）
東　　孝行（上　浦）
 川西　優美（三重県鈴鹿市）
大林　功幸（石　井）
 大館　あい（石　井）
吉田　裕生（石　井）
 鈴江安紀子（石　井）
木下　克也（石　井）
 米田　有沙（石　井）
加藤　和浩（加茂野）
 山本のどか（阿南市）
小林　弘憲（徳島市）
 吉川　彩乃（石　井）
川上　憲志（石　井）
 嶋津　友美（大阪府大阪市）
田中　香介（高川原）
 新藤亜紀子（阿波市）

   お誕生おめでとう   

 悠  希 （石井）
ゆう き

　
券
犬
鹸

日浦　和久
　　　陽子

 采  依  香 （下浦）
さ い か

　
券
犬
鹸

池本　和也
　　智香子

 圭 （高川原）
けい

　
券
犬
鹸

佐野　周一
　　　裕香

 一  馬 （大万）
かず ま

　
券
犬
鹸

鋳形　智也
　　　美絵

 心暖 （東高原）
こころ

　
券
犬
鹸

竹上　英樹
　　　恵子

 湊  人 （国実）
みな と

　
券
犬
鹸

德野　裕也
　　　円香

 旺 （平島）
おう

　
券
犬
鹸

吉岡　寿幸
　　　千春

 悠  真 （石井）
ゆう ま

　
券
犬
鹸

坂本　和彦
　　　智子

 真  緒 （石井）
ま お

　
券
犬
鹸

山川　真浩
　　　千裕

 叶  愛 （石井）
と あ

　
券
犬
鹸

岡田　賢也
　　　元美

 彩  良 （加茂野）
さ ら

　
券
犬
鹸

酒井　　剛
　　　高子

 葵 （石井）
あおい

　
券
犬
鹸

北島　圭輔
　　　晶子

 慶  人 （石井）
けい と

　
券
犬
鹸

市原　新也
　　　香奈

アイサヤ（高川原)　
券
犬
鹸

ゴンザレス　アルベル
 　　　　　 アビケェル

 蒼  志  郎 （石井）
そう し ろう

　
券
犬
鹸

市川　俊英
　　　有美

ななみ（高川原）　
券
犬
鹸

嵯峨　康友
　　　怜子

 夏  輝 （高川原）
なつ き

　
券
犬
鹸

山口　裕司
　　　春深

 壮  大 （西覚円）
そう た

　
券
犬
鹸

冨士本洋一
　　　里美

 心  愛 （石井）
ここ な

　
券
犬
鹸

武藤　祥平
　　　有香

 奈  夏 （石井）
な な

　
券
犬
鹸

早藤　晋弥
　　　由香

 椋 
りょう

 翔 （天神）
と

　
券
犬
鹸

大西　健太
　　かおり

 寛  太 （東高原）
かん た

　
券
犬
鹸

若竹　雄太
　　　恵理

 夏  希 （高川原）
なつ き

　
券
犬
鹸

林　　雅哉
　　のぞみ

 琉  夏 （石井）
る か

　
券
犬
鹸

大西　　諒
　　　有香

 煌生 （白鳥）
こうせい

　
券
犬
鹸

原田　敏生
　　美葉子

お悔やみ申し上げます

森　　利雄　７６歳（高川原）

櫛田　利秋　８８歳（諏訪）

細井ふじヱ　９６歳（上浦）

佐中　宏行　５８歳（石井）

乾　　　榮　８８歳（諏訪）

佐々木知良　７９歳（西覚円）

多田　敏彦　７７歳（諏訪）

岩佐　憲治　７０歳（下浦）

藤井　利香　８３歳（桑島）

一宮　久子　９１歳（城ノ内）

明野　精二　６７歳（高川原）

松本　　進　８４歳（石井）

佐久間美子　８６歳（高川原）

加藤タヅコ　９０歳（諏訪）

勝間　初子　８８歳（桜間）

島田　亀野　９０歳（桑島）

中野　朝則　７９歳（南島）

川上　茂行　８４歳（桜間）

松田　　茂　９３歳（高川原）
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健康
メモ

肝炎ウイルス検査を受けましょう
　今回は、肝炎ウイルスについてご説明します。徳島県は、ウイルス性肝炎による死亡
率が、全国ワースト3位（平成24年）です。今まで肝炎ウイルス検査を受けていない方は、
ぜひ検査を受けましょう。

◎肝炎ウイルスとは？

まさかの 1／40人が感染!!
　国内最大級の感染症で、日本人の40
人にひとりがＢ型あるいはＣ型肝炎ウ
イルスに感染していると推定されます。
特に40代以降の方は要注意で、検査が
推奨されています。感染の有無は血液
検査で簡単に分かります。

肝がんの原因は80％以上が
肝炎ウイルス!!

　日本人のがんによる死因
第 3 位が肝がんです。その
80％以上がＢ型あるいはＣ
型肝炎ウイルスの感染によ
るものです。

早期発見で治療可能!!
　検査の結果が陽性でも、
適切な定期検査や治療を受
けることで肝硬変や肝がん
への進展を抑制することが
できます。

◎どうやって検査を受けるの？
①40歳以上 (H27.4.1 時点 ) で過去に町の肝炎ウイルス検診を受けていない方
　石井町が指定した町内医療機関で無料検査を実施しています。
　　・実施期間：平成26年11月29 日 ( 土 ) まで
　　・検査内容：Ｂ型、Ｃ型肝炎ウイルス検査（血液検査）　　・持 参 品：平成26年度　健康診査受診券
※同期間内に町内医療機関でつぎの検診も無料で受けることができます。

検診項目 対象者 検査内容 持参品
大腸がん 40歳以上 免疫便潜血検査 2日法 平成26年度

健康診査受診券前立腺がん 40歳以上男性 血液ＰＳＡ検査
②それ以外で過去に肝炎ウイルス検査を受けたことのない方または感染に不安のある方
　徳島県が指定した医療機関で無料検査を実施しています。詳細は徳島県のホームページまたは徳島保健所

（電話：088－602－8907）にお問い合わせください。
◎感染が分かった場合は、専門医・専門医療機関に相談しましょう。
 

平成26年度 各種検診（集団検診）のお知らせ 検診費用（特定・ヤング以外）は無料
　今年度の各種検診は受診されましたか。まだの方は、ぜひ受診してください。
☆検診は事前検診日登録制です。受診希望の方は④の期間に①・②・③の内容について、
徳島県総合健診センター（☎088－678－7128）に電話で登録をしてください。　

①検診日・場所 ②受付時間 ③検診項目 ④事前登録期間

11月12日（水） 中央公民館

8：30～9：30
10：00～11：00
＊どちらかを選択

結核 ･肺がん　胃がん
腹部超音波 特定･ヤング 9/29（月）～10/29（水）

11月20日（木） 中央公民館
結核 ･肺がん　胃がん
腹部超音波 9/29(月)～11/7（金）

11月30日（日） 保健センター
結核 ･肺がん　胃がん
腹部超音波 特定･ヤング 9/29(月)～11/14（金）

12月18日（木）※ 保健センター 結核・肺がん　胃がん 9/29（月）～12/5（金）

対象者
＊特定･ヤング健
診対象者には、個
別通知あり。

結核・肺がん検診
40歳以上（S50.4.1 生以前）の石井町民

胃がん検診

腹部超音波検査 40歳（S49.4.2～S50.4.1生）の石井町民・100名限定
（事前登録をしてください）

※12／18（木）保健センターでの検診日を新たに設けました。

【問い合わせ先】
◎検診日事前登録先 ･･･ 徳島県総合健診センター（☎088－678－7128）
◎全般・その他 ･･･ 石井町保健センター（☎088－674－0001）
◎特定健診・ヤング健診 ･･･ 石井町住民課国民健康保険係（☎088－674－1114）

注意
事項

腹部超音波検査以外は事前登録なしでも当日の受診（8：30～11：00）は可能ですが、特に
胃がん検診については待ち時間が長くなることがありますのでご了承ください。
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いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

約３５０名の来場者は骨量や血管年齢な
どの測定や健康相談、同時開催された
町民健康講座の講演に参加し、健康づ
くりに励みました。

　　河川一斉清掃

毎年河川愛護月間に、吉野川第十堰南
岸で行われる河川一斉清掃。今年も早
朝より多くの方にご参加いただきまし
た。

7
6

町内幼稚園児の代表とその保護者が参加して、役場玄関前
に七夕の願い事を書いた風鈴５０個の飾り付けを行いました。

　　 いきいき健康フェスティバル　in　いしい7
6

　　 消　防　操　法　競　技　大　会7
１３ 　　七夕かざり7

7

第２９回徳島県消防操法競技大会が徳島県消防学校（北島町）
で開催され、石井町消防団から浦庄分団の５名がポンプ車
の部に出場。日頃の厳しい訓練の成果による正確で迅速な
操法を披露しました。

【浦庄分団選手の皆さん【浦庄分団選手の皆さん】】

Welcome to Ishii Town !
グロース・ジェナ・リー 先生

出身国：カナダ　マニトバ州
年　齢：２２歳
趣　味：読書
好きな日本の食べ物：天ぷら、ラーメン
日本で行ってみたいところ：祖谷渓谷、北アルプス
ジェナ先生からのメッセージ：
みなさん、こんにちは！私は石井に住むことができて嬉
しいです。日本には初めて来ました。もっと日本語を上
達させ、日本料理についても学んでいきたいと思います。
みなさんにお会いすることを楽しみにしています。よろ
しくお願いします。

ジェナ先生と楽しく英語を学ぼう!!

今年の８月からＡＬＴ（外国語指導助手）として、町内の
小中学校・幼稚園等で子どもたちに英語を教えてくれます。
【写真は、石井中学校にて撮影】

OKいしいパークで開催され、早朝にもかかわらず２,０００人を
超える方にご参加いただき、青空のもと気持ちの良い汗を流
しました。

第８回徳島新聞社杯兼第３６回県ミニバスケットボール選手
権（男子の部）で石井ボンバーズが１５年ぶり５度目の優勝に
輝きました。

　　石井ボンバーズが快挙！７
２３ 　　夏期巡回ラジオ体操7

２１



（１３） 平成２６年９月１５日　第１８０号広 報 い し い

ふじっこちゃん四コマ漫画
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歳
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。

　
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　　こども防災まつり

地域防災交流センターに約２５０人の小
学生らが参加し、大雨時の体験や土石
流３Dシアターなどを体験し、楽しみ
ながら防災意識を高めました。

７
２６

　　 ～　 　　　　　　　　　　ド　イ　ツ　青　年　ら　と　交　流

「第４１回日独スポーツ少年団同時交流事業」として、日本体育協会の招きで来日中のドイツ人の高校生ら１１名が来町しまし
た。期間中は、町内の家庭にホームステイし、藍染めや相撲などの日本文化の体験や、ドイツ館にて日本とドイツの交流の歴
史を学ぶなど、両国の文化・社会を知ることにより、友好と親善を深めました。

8
４

8
６

【高川原福祉会館にて相撲体験【高川原福祉会館にて相撲体験】】 【受入式にてホームステイ先のご家族と【受入式にてホームステイ先のご家族と】】

選挙に関する基礎学習や模擬選挙を通して、選挙への親し
みを感じ関心を持ってもらうことを目的に高浦中学校全生
徒を対象に行われました。

台風により大きな被害がでた海陽町に石井町からも職員を
現地派遣し、家屋の清掃や家財道具の整理などの復旧支援
活動に取り組みました。

中央公民館主催により、紙粘土工作や
陶芸体験、AEDの実技講習などが開催
されました。親子で参加できる内容も
あり、楽しい夏休みの思い出となりま
した。

夏休み子ども教室

【８／１・中央公民館にて横笛製作【８／１・中央公民館にて横笛製作】】

　選挙スクール開催８
２　海陽町で災害復旧支援8

７
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の
人
も

　
　
き
っ
と
誰
か
を

　
　
　
　
支
え
て
る

石
井
中
学
校
２
年
　
平
石
伊
代
菜

あ
い
さ
つ
は

　
　
元
気
に
な
れ
る

　
　
　
　
魔
法
の
言
葉

石
井
中
学
校
３
年
　
大
西
　
悠
登

つ
な
げ
よ
う

　
　
一
人
一
人
の

　
　
　
　
笑
顔
の
輪

高
浦
中
学
校
１
年
　
近
藤
　
優
菜

　か
け
合
お
う

　
　
涙
を
減
ら
す

　
　
　
　
プ
ラ
ス
の
言
葉

高
浦
中
学
校
２
年
　
小
川
　
亜
希

あ
り
が
と
う

　
　
そ
の
一
言
で

　
　
　
　
笑
顔
満
開

高
浦
中
学
校
３
年
　
山
本
　
優
佳

第第
　
回回
６６４４社

会
を
明
る
く
す

　
社
会
を
明
る
く
す
るる

運
動
標

　
　
　
　
　
運
動
標
語語

　
町
長
が
町
民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
地
域
の
ご
要
望
や

町
政
に
対
す
る
ご
提
言
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め
、「
ミ
ニ
タ

ウ
ン
集
会
」
を
今
年
も
次
の
と
お
り
各
地
区
公
民
館
で
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
会
場
に
託
児
所
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
子
様
と
一
緒
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ご意見箱を設置します
　皆さんからのご意見を事前に募集するために、
ミニタウン集会用のご意見箱を各公民館および役
場に設置しています。ぜひご活用ください。

●問 わくわく観光情報課　☎674－1137

会　　場開　催　日　時

浦 庄 分 館１０月６日（月）
午後６時３０分～８時３０分

中央公民館１０月１０日（金）
午後６時３０分～８時３０分

高 原 分 館１１月１日（土）
午後６時３０分～８時３０分

藍 畑 分 館１１月５日（水）
午後６時３０分～８時３０分

高川原分館１１月７日（金）
午後６時３０分～８時３０分

町
長
と
話
そ
う
！

ミ
ニ
タ
ウ
ン
集
会

ミ
ニ
タ
ウ
ン
集
会

みんなの
ページだよ！

イラスト紹介

外木　雄さん（神奈川県川崎市）井上美鈴さん（石井）

公立保育所へあそびに来てね！公立保育所へあそびに来てね！
開放日時　午前10時～11時（全保育所共通）

お問い合わせ先
◆各保育所（電話および FAXは共通です）
◆すくすく子育て課　☎674－1623

開放場所　屋外・屋内
　　　　　（一部開放できない場所があります）
対　象　者　妊婦・親子（０～６歳）
参加費用　一人30円（子どものみ）
申込み方法　事前に保育所まで電話またはFAX
　　　　　　でお申込みください。
★駐車場に限りがあり、全員お受けできない場合
がありますので、ご了承ください。

石井保育所 第１水曜日 ☎674－034９
浦庄保育所 第２水曜日 ☎674－6792
高原保育所 第３水曜日 ☎674－3289
高川原保育所 第４水曜日 ☎674－6849

があがあがああああああありりりりりりりり



（１５） 平成２６年９月１５日　第１８０号広 報 い し い

●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
四
コ
マ
漫
画

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢

（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず
書

い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
１
２
１
の
１

石
井
町
役
場

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

藤
祭
り
孫
の
モ
デ
ル
に
一
生
懸
命
足
の
痛
さ
も
ど
こ
え
や
ら
 　
　
　
 山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

暑
い
夏
台
風
去
っ
て
阿
波
踊
り
魅
せ
る
踊
り
は
心
が
お
ど
る
 　
　
　
 遠
藤
　
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

ヤ
ッ
ト
サ
ー
「
神
の
二
拍
子
街
を
舞
う
」
と
き
世
界
の
街
に
も
そ
れ
阿
波
お
ど
り
  
松
島
　
秀
子
さ
ん
（
石
　
井
）

里
山
の
棚
田
に
夕
風
さ
ら
さ
ら
と
ゆ
ら
ぎ
る
稲
穂
や
鳴
く
蝉
し
ぐ
れ
 　
 桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

寂
し
く
な
い
こ
と
も
な
い
け
ど
さ
み
し
く
な
い
ア
ネ
モ
ネ
枯
れ
て
も
球
根
 探
 る
  
内
藤
　
睦
久
さ
ん
（
下
　
浦
）

さ
ぐ

夏
休
み
机
に
向
う
孫
の
声
の
ぞ
い
て
み
れ
ば
ゲ
ー
ム
点
と
り
 　
　
　
 中
山
　
幸
子
さ
ん
（
　
関
　
）

夏
休
み
今
で
も
宿
題
思
い
出
す
あ
の
日
の
こ
ろ
に
還
り
た
い
 　
　
　
 石
黒
　
裕
人
さ
ん
（
竜
　
王
）

例
年
の
高
校
野
球
た
く
ま
し
く
未
来
が
見
え
る
ど
の
顔
に
も
 　
　
　
 吉
岡
　
悦
子
さ
ん
（
　
関
　
）

引
き
出
し
の
奥
に
寝
む
っ
た
片
想
い
セ
ピ
ア
色
し
た
写
真
の
中
に
 　
 中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

夢
を
見
る
鳥
と
ぞ
な
り
て
飛
び
に
け
り
自
分
の
想
い
拡
が
る
ま
ま
に
 　
 阿
部
　
敏
弘
さ
ん
（
石
　
井
）

温
泉
で
お
話
し
好
き
の
旦
那
あ
り
政
治
身
の
上
芸
能
よ
ろ
ず
 　
　
　
 長
野
　
文
夫
さ
ん
（
桑
　
島
）

磨
耗
せ
し
体
あ
ち
こ
ち
悲
鳴
あ
ぐ
い
か
に
維
持
せ
ん
ゴ
ー
ル
の
日
ま
で
  
井
上
　
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

黄
泉
の
 夫
 も
踊
る
か
阿
波
の
盆
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
斐
子
さ
ん
（
天
　
神
）

つ
ま

輝
い
て
今
日
も
紅
さ
す
 微
笑
 を
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

ホ
ホ
エ
ミ

マ
マ
の
店
パ
パ
が
行
く
の
は
気
が
引
け
る
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

井
戸
の
知
恵
砂
漠
を
変
え
て
青
き
森
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 宮
崎
　
員
正
さ
ん
（
高
　
畑
）

良
い
よ
う
に
も
の
ご
と
全
て
考
え
る
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 一
宮
　
一
郎
さ
ん
（
石
　
井
）

　○に入る言葉や数字は何でしょう。
【問１】　８月２９日に開催した平成２６年石井町子ども議会には、合
　　　　　計○○人の子ども議員が出席しました。
【問２】　平成２５年度の石井町へのふるさと納税の件数は○○件で
　　　　　した。　
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により１０月１５日（水）役場必着で
ご応募ください。抽選で、「１,０００円の図書カード」（５名）、または「ふじっこちゃ釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
ん歯磨きセット」（５名）を進呈します。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

図書カード・ふじっこちゃんグッズを当てよう！広報クイズ
※記入例　

【問１】○○人
【問２】○○件
住所・氏名（フリガナ）・年齢（または学年）、
広報へのご意見・ご感想など

※７月号の答え「①英語　②２」　
７月号の応募総数は３４通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。 〔今号のふじっこちゃんグッズ〕

歯磨きセット

　皆さんからお寄せいただ
いたご意見やご要望につい
ての回答を紹介します。

　　
　道路に犬のフンをさせて片付けず帰って
いる人がいます。役場にお願いすると、犬
のフンについての注意看板をもらえるので
すか。

石井町役場福祉生活課までご来庁頂
ければ、「犬のフン放置禁止」の看板

をお渡しします。また、石井町においても以前よ
りホームページや有線放送で、犬の飼育マナーに
ついて広報に努めております。

いただいたご意見は町政に活かすように
しています。ありがとうございました。

町長への
ハガキ
町長への
ハガキ Ｑご意見・ご要望

Ａ 回答

毎月２２日は「ふじっこちゃんの日」
　役場に来られたお客様をふじっこちゃんが
お出迎えします。握手や写真撮影など、ふじ
っこちゃんとのふれあいをお楽しみくださ
い。また、ふじっこちゃんグッズをプレゼン
トします♪
　日時　９月２２日（月）
　　　　１０月２２日（水）
　　　　午後２時２２分～午後３時
　場所　石井町役場　玄関前



第１８０号 広 報 い し い （１６）平成２６年９月１５日
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65歳以上の方へ　石井町健康マイレージのポイント対象事業

介護予防のための『基本チェックリスト』
　「介護予防」とは、介護を必要とする状態を未然に防ぐことをいいます。
　要介護・要支援の認定を受けていない65歳以上の方は、介護予防のための

『基本チェックリスト』を使って、あなたの生活や健康状態をチェックしてみましょう。
　次の25項目の質問に、「はい」か「いいえ」で答えて○をつけ、その点数を数えてみましょう。

番号 質　問　項　目 回答 点数
A．日常生活
1 バスや電車を利用して 1人で外出していますか はい 0 点 いいえ 1点 A
2 日用品の買い物をしていますか はい 0 点 いいえ 1点
3 預貯金の出し入れをしていますか はい 0 点 いいえ 1点
4 友人の家を訪ねていますか はい 0 点 いいえ 1点
5 家族や友人の相談にのっていますか はい 0 点 いいえ 1点 ／ 5
B．運動
6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか はい 0 点 いいえ 1点 B
7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか はい 0 点 いいえ 1点
8 15 分くらい続けて歩いていますか はい 0 点 いいえ 1点
9 この 1年間に転んだことがありますか はい 1 点 いいえ 0点
10 転倒に対する不安は大きいですか はい 1 点 いいえ 0点 ／ 5
C．栄養
11 6 ヶ月間で 2～ 3kg 以上の体重減少がありましたか はい 1 点 いいえ 0点 C

12
BMI（肥満度）が 18.5 未満ですか
⇒BMI の求め方は、体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）
※身長は cm（センチ）ではなく、m（メートル）を使います

はい 1 点 いいえ 0点
／ 2

D．口腔（こうくう）機能
13 半年前に比べて固い物が食べにくくなりましたか はい 1 点 いいえ 0点 D
14 お茶や汁物等でむせることがありますか はい 1 点 いいえ 0点
15 口の渇きが気になりますか はい 1 点 いいえ 0点 ／ 3
E．閉じこもり
16 週に 1回以上は外出していますか はい　0点 いいえ　1 点 E
17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい　1点 いいえ　0 点 ／ 2
F．認知症
18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか はい 1 点 いいえ 0点 F
19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか はい 0 点 いいえ 1点
20 今日が何月何日かわからない時がありますか はい 1 点 いいえ 0点 ／ 3
G．うつ症状
21 （ここ 2週間）毎日の生活に充実感がない は　い いいえ
22 （ここ 2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった は　い いいえ
23 （ここ 2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる は　い いいえ
24 （ここ 2週間）自分が役に立つ人間だと思えない は　い いいえ
25 （ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする は　い いいえ

⬇ 『基本チェックリスト』の結果はいかがでしたか？
●左の①～④のいずれかに該当する方は、生活機能の低下のおそれがあ
ります。石井町では、自立した生活を過ごすことができるよう支援す
る介護予防事業を実施しています。事業に参加を希望される方は、利
用が適切かどうかの検査が必要ですので、長寿社会課までお問い合わ
せください。

●21～25の項目で「はい」にいくつか該当し、お悩みがある方は、長
寿社会課までお気軽にご相談ください。

①Ａ～Ｆの合計が　10点以上
②Ｂの合計が　3 点以上
③Ｃの合計が　2 点
④Ｄの合計が　2 点以上

●問 長寿社会課　☎６７４－６１１１


